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“100年の想い”“100年の想い”

～語る・つなげる・人権の輪～～語る・つなげる・人権の輪～
＝2022年3月、水平社創立100年を迎えます＝＝2022年3月、水平社創立100年を迎えます＝



 2021年12月17日　　　　　　隣 保 館 だ よ り　 第426号 （2）

　1948年12月10日に「世界人権宣言」が採択されたことを記念して、毎年12月４日から　1948年12月10日に「世界人権宣言」が採択されたことを記念して、毎年12月４日から

10日までを人権週間と定め、全国で様々な取り組みが行われています。九重町では1998年10日までを人権週間と定め、全国で様々な取り組みが行われています。九重町では1998年

12月７日、九重町隣保館トイレで差別落書きが発生し、多くの人の心を傷つけました。この12月７日、九重町隣保館トイレで差別落書きが発生し、多くの人の心を傷つけました。この

時感じた差別に対する「憤り」と「この日を忘れない・この時の気持ちを風化させない」た時感じた差別に対する「憤り」と「この日を忘れない・この時の気持ちを風化させない」た

めに「いのち・愛・人権フェスティバル」を毎年開催しています。めに「いのち・愛・人権フェスティバル」を毎年開催しています。

　今年は、ここのえ緑陽中学校、なるほど・ザ・人権講座、部落解放同盟大分県連合会九重　今年は、ここのえ緑陽中学校、なるほど・ザ・人権講座、部落解放同盟大分県連合会九重

支部、九重町職員労働組合、それぞれの団体の皆さんが素晴らしいステージ発表をしてくだ支部、九重町職員労働組合、それぞれの団体の皆さんが素晴らしいステージ発表をしてくだ

さいました。改めて、様々な人権について考える時間となりました。　また、会場の座席は間さいました。改めて、様々な人権について考える時間となりました。　また、会場の座席は間

隔を空けて着席していただき、約200人の参加がありました.隔を空けて着席していただき、約200人の参加がありました.

【 人権のステージ 】【 人権のステージ 】

いのち・愛・人権フェスティバルいのち・愛・人権フェスティバル第22回

会長挨拶 実践報告 構成詩「水平社100年の想い」

紙芝居「私は人間であって、人間でなかった」

岩下真理華さん 藤原陽人さん

少年の主張　大分県大会入賞者の発表

人権作品コンテスト表彰式



 2021年12月17日　　　　　　隣 保 館 だ よ り　 第426号 （3）

【人権のひろば】【人権のひろば】

人の世に熱あれ 水平社はかくして生まれた 水平社創立大会 第22回　テーマ

人権啓発パネル ～水平社100年の想い～人権啓発パネル ～水平社100年の想い～

東飯田地区人啓 南山田人啓 飯田地区人啓 野上地区人啓

各地区啓発パネル各地区啓発パネル

コンテスト受賞作品 ぬくもりフォト 感謝の手紙 人権川柳

人権作品コンテスト展示人権作品コンテスト展示

生け花教室 編み物教室

隣保館教室生の作品隣保館教室生の作品



 2021年12月17日　　　　　　隣 保 館 だ よ り　 第426号 （4）

月　　日 行　事　名

12月21日（火） 歌声サロン（今回は10時30分から開催します）

12月24日（金） 生け花教室

月　　日 行　事　名

１月10日（月） 編み物教室

１月13日（木) ハッスルシルバーズ（つばき会）

１月17日（月) 編み物教室

１月20日（木） ハッスルシルバーズ（コスモス会）

１月26日（水） カラフルタイム

◇これからの行事◇
【月・木は人権相談日】

九重町隣保館人権学習会を開催しました

　11月27日（土）、大分市ガレリア竹町において、人権啓発フェスティバルヒューマンフェスタ2021お

おいたが開催されました。大分県をはじめ県内で人権課題と向き合い様々な活動をしている組織、団体の

みなさんが一同に集まりパネル展示やワークショップ、マルシェでの販売、メッセージアートなどで人権

について楽しく学べて参加できる取り組みを行いました。隣保館紹介コーナーでは県下13館の隣保館職

員が日頃の取り組みの様子をパネルや作品等で紹介しました。

人権啓発フェスティバル人権啓発フェスティバルヒューマンフェスタ2021おおいたヒューマンフェスタ2021おおいたに参加しましたに参加しました

　11月17日（水）に九重町隣保館において、日田市教育委員会のロ

バート・ワトソンさんを迎え、「私の出会った日本のかたち、日本の

こころ」と題して講演していただきました。時折、笑いを盛り込ん

だ今回の学習会の中で、「かたち」だけではなく、「こころ」が入っ

ていること、相手を大事に思って安心させる、安心してもらうこと

が大切だとお話してくださいました。「愛」という漢字を心を受け入

れる、心を受けいれてもらうこととお話しながらホワイトボードに

書いてくださり、「愛」の反対は憎しみではなく「無関心」であると

もお話してくださいました。

　相手を認めて受け入れる、相手を想い大事にする、また感謝をすることで、お互いの人権を大切にする

こを学び、行動に移したいと感じられる学習会でした。

●  お話を聞いて、自分自身、文化や歴史にとらわれているところがあるなぁと、とても感じました。いろん

な方を受け入れるということは、自分自身、苦手に思っているとも感じました。これから、まず身近な人

からどんどん受け入れて、たくさん話をしてみようと思います。そして、家に帰ったら家族に感謝の気持

ちを伝えます！

●「心を受け入れる」ことが愛だという話しが心に残りました。

●  いろいろな立場の人の話が聞けるのは改めていいなと思いました。自分の中に偏見があるのか、はっとさ

せられました。相手のことを本当に考えながら、人権感覚をみがいていきたいと思いました。

参加者の感想（一部）


